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現     行 改  正  案 

Ⅱ 銀行監督上の評価項目 

Ⅱ－２ 財務の健全性等 

Ⅱ－２－３ 持続可能な収益性と将来にわたる健全性 

Ⅱ－２－３－１ 意義 

人口減少や高齢化の進展等により経営環境の厳しさが増す中において、銀

行が地域における金融仲介機能を継続的に発揮するためには、各行におい

て、持続可能なビジネスモデルを構築し、将来にわたる健全性を確保するこ

とが必要である。 

たとえ、足下では一定の健全性を維持していても、恒常的に収益が悪化す

れば、将来の財務内容の懸念につながるため、足下の実態に止まらず、持続

可能な収益性・将来にわたる健全性についてモニタリングを行い、早め早め

の経営改善を促していく必要がある。 

Ⅱ－２－３－２ 主な着眼点 

 継続的に金融仲介機能を発揮していくため、持続可能な収益性と将来にわ

たる健全性を確保する態勢が整備されているか。例えば、 

（１）経営陣は、的確な現状分析に基づき、時間軸を適切に意識し、実現可

能性のある経営戦略・計画を策定・実行しているか。 
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現     行 改  正  案 

（２）こうした経営戦略・計画の策定・実行に当たって、銀行の実情に応

じ、例えば、収益性や健全性等に係る定量的指標、管理会計その他の財

務・経営分析、リスクアペタイト・フレームワーク等の経営管理の枠組

み等を活用しながら、経営戦略・計画の妥当性の検証や見直し等を行っ

ているか。 

（３）また、経営施策の実施状況について、PDCA サイクルの実践を通じて、

目標未達の要因を分析し、これを踏まえた改善対応策を策定・実施して

いるか。 

（４）取締役会（社外取締役を含む）は、経営陣による上記の取組みに対し

て、実効的な規律付けを行うべく、ガバナンスを発揮しているか。 

（２）こうした経営戦略・計画の策定・実行に当たって、銀行の実情に応

じ、例えば、収益性・効率性や健全性等に係る定量的指標（コア業務純

益、当期利益、ＲＯＡ、ＲＯＲＡ、ＲＯＥ、ＯＨＲ及び自己資本比率

等）、管理会計その他の財務・経営分析、リスクアペタイト・フレーム

ワーク等の経営管理の枠組み等を活用しながら、経営戦略・計画の妥当

性の検証や見直し等を行っているか。 

（３）また、経営施策の実施状況について、PDCA サイクルの実践を通じて、

目標未達の要因を分析し、これを踏まえた改善対応策を策定・実施して

いるか。 
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